
バス停ナンバリングと

オープンデータ等のリンクに係る検討について
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報告資料５



１．検討の趣旨
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▼バス停ナンバリングの他県の事例（京成バス）

⇒バス停ナンバリングと路線図がリンクした例はあるが、検索結果とリンクし
た事例は現状はない

▼駅ナンバリング（東京メトロ）と検索結果のリンク事例（乗換案内NEXT）

⇒一部の乗換案内では、東京メトロの駅ナンバリングに対応
（Google乗換案内は現時点で未対応）

 国内外からの観光客等がバスを利用する上でバス停名称によらず、ナンバリング（英数字）で分かりや
すく乗車バス停や降車バス停を確認、案内できるような環境を目指し、沖縄県内でのバス停ナンバリン
グおよびルート検索結果（オープンデータ）との連動等について検討する。

（１）ナンバリングの表記方法（事業者アルファベット、数字等）
（２）ナンバリングの付与方法（事業者ごと、ランダム等）
（３）カラーリング など

［バス停ナンバリングの検討項目］
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２．県内におけるバス停ナンバリングの案 （リムジンバス、エアポートシャトル、やんばる急行、カリー観光、中部観光を事例に）

（１）ナンバリングの表記は、
「①事業者別の3レターコード」

＋「②2桁番号」

（２）事業者ごとにナンバリングを付与
（事業者ごとに管理しやすい。一方で
１つのバス停に複数のナンバリングが
付与される）

（３）事業者ごとにカラーを設定
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２．県内におけるバス停ナンバリングの案 （リムジンバス、エアポートシャトル、やんばる急行、カリー観光、中部観光を事例に）
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２．県内におけるバス停ナンバリングの案 （那覇空港国内線の１番バス乗り場の更新時にバス停ナンバリングを反映（3月13日に実施））
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３．今後の課題

（１）付与したナンバリングが、バス停、車内表示、各種配布物等の案内、ルート検索結果
（オープンデータ）と連動することが重要であり、各種の取組・対応が必要

（検索結果表示のイメージ）

OAS-03

OAS-10

・現状では、検索サービス側がバス停ナンバ
リングに対応していないため、検索サービ
ス側との調整が必要となる（例えば、現状
GoogleMapsでは限定的に表示することは
でき、PCで検索した場合、番号を確認する
ことができる。スマホで検索した場合、番
号は表示されない。等）

・データ側として、バス停ナンバリングに対
応する場合、GTFSデータ上で、バス停の
ナンバーを「Stop name」のフィールドに
入力するのではなく、「Stop code」の
フィールドへの入力を想定。
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３．今後の課題

（２）多様な観光ニーズに対応するため、生活路線も含めた取組とすることが望ましい

⇒生活路線のナンバリングについては、路線が複雑となるため（入り組んでいるため）、ナンバリン

グの付与方法について、事業者ごととするかバス停ごととするか等の検討が必要。

（東運輸のバス停ナンバリングの例）

・ナンバリングの表記は、３桁番号

・１つのバス停に固有の番号を付与（連続性のない区間がでてくる）

・路線ごとにカラーを設定
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